【表左】（裏面・締め）
私が理想とする、これからの市政運営のあり方
市政は、思いつきで動かすものではありません。
目標を定め、進み具合を確かめ、
課題を見極めながら改善を重ねていくものです。
だからこそ、迷ったときには、
最後に決める責任がリーダーにはあります。
私は普段から、決めて、動かし、結果を見ます。
成果が出なければ、
その責任から逃げない政治姿勢を貫きます。
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【表右】（最初に必ず目に入る面）

顔写真にキャッチコピー
「稼ぐ力を、暮らしの豊かさへ」

私は、大町市を
“稼ぐ力を生み出し、その成果が暮らしに回り続ける市政”に変える。
今あるものを活かし、具体的に実行し、
結果に責任を持つ、誠実な市政のあり方を追求する。





















【中左】（修正後・柱専用）

大町には、自然、景色、水、食、観光やアウトドアなど、
世界に誇れる資源が、すでにそろっています。
足りないのは、新しいものではありません。
その資源を磨き、使いこなす市政の力です。


大町を良くするために、最優先で取り組む3つの重点政策

① 稼ぐ力をつくる
今ある資源を磨き、稼げる大町へ
大町が持つ自然・産業・人の力を活かし、
市としてしっかり稼ぐ力をつくります。

② 成果を暮らしに回す
稼ぐことは手段。目的は市民の安心です
生み出した成果は、福祉・医療・子育てなど、
市民の暮らしの豊かさにつなげます。

③ 市役所の力を磨く
計画が動き、成果が出る市役所へ
目標と計画に根拠をもち、改善を重ねて
着実に成果を出せる組織に成長させます。




【中右】最初の3年間でやること（柱対応版）
※そのまま差し替え可能です

3年以内に実現を目指す重点課題

① 稼ぐ力をつくる（3点集約版）
· ふるさと納税寄付額20億円を目標に、農業をはじめとする
地域産業の付加価値を高め、市内産業の稼ぐ力を育成。
· アウトドアや観光など大町の強みを活かし、
　交流人口の拡大と関連産業を活性化。
· 市内事業者と行政が一緒に走り、
　民間の知恵と力を活かして、大町の資源を全国・世界へ発信。

② 成果を暮らしに回す（実感できる形で）
· 生み出した成果を、
　福祉・医療・子育てなど、暮らしに直結する分野への確実な反映。
· 住民サービスや生活を支える公共インフラを、
　安全・安心を重視して着実な充実。
· 市民一人ひとりが、
　「前より良くなった」と実感できる使い方の追求。

③  市役所の力を磨く（3点集約版）
· 根拠に基づく目標と計画を定め、
　成果を数値や事実で確認し、改善を積み重ねるマネジメントの定着。
· 若い職員が年次や前例に縛られず挑戦し、
　力を発揮できる、明るく前向きな組織づくり。
· DXやAIなども活用し、
　最大の成果を出す市役所運営の体制づくり。

